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は������９�６�につくばカピオで�された�
���������

����������シンポジウム�����の !"#$における��と

%&において�����の !"という'(から)*+,-として.-がパ

ワーポイントを/いて0った12を�34したものである5

シンポジウムでは�6789が:;����<=>?�@A?の�BCD

EをFかしたGりHみをIJし�6KL9が�MN������<のOPQ

のそのRのプロセスをSTしてきたUVをIJし�'�����<のWXY

Z9がコミュニティ���の'(からの����[#$の\]を^+し�_

`����のabc�9がde?fとしての'(から����[#$の\]

をghした5そのRで.-が����の !"として�そして�iXLj9

kl%mnopqがrs[としての'(から)*+,を0った5��は�t

(uv9kwxyz����<��
����������{qと|X}~

9k:;����<��
����������qが��した5

��と�は�の��か��	される
か��	する
か


シンポジウムで\われているのは�そのタイトルから2って�����

�の !"#$&と���と%&の��ということになろう5その(��４

�の�]g�-のうち３�k67�WX�abqは�それぞれ�った�りX

k q�



からだが�����の���	
における��と�の�について�った�

これに�して�１�����は�����の���	
における��と�に

ついて�った�すなわち���と�は�はじめの３�にとっては���で

あり�	
される�が�ぶべき��であった�つまり���と�に�して�

����は をどのように�ぶべきかということであり�カリキュラムや

!�の"#である�これに�して�あとの１�にとっての��と�は���

	
で$%すべき�&で�	
する�が�'ておくべき��であった�たと

えば�	
に�わった(��の)は�*+�のその,のキャリアに�して

どこまで-.があるのだろうかという"#が/0されよう�12のところ�

もし�*+�が��"#あるいは�3"#を4き0こした56�その*+�

を�し�*+させた(��とその)は�すでに*+しているということ

で� ら-.がないと7えるだろうか�

そして�89はというと�	
される�が:につけべきものとしての��

と�という;<と�	
する�が$%にいれておくべき��と�という;<

の=>とも?@であると$える�

����と����と����の	
��

はじめに�(��で����の���	
にAわる9にとって��が?B

3であることをCDしなければならない�すなわち�そこには�����あ

るいは1E������としてのFG�������������	
�������HI9

としてのHI�������	����������9としての�������	�

����	
������がJKにLみ6っているのである�そして�そのLみ6いは

ほとんどMNOであり�さらには�56によってはPましくさえありうる�

だが�それだけに�Q?�Rになってトラブルが0こりうるNSTにUをつ

けていなければならない�

� ��



����モデルの��

また�����のモデルが��してきていることが�	されねばならない


すなわち�����だったのは�パターナリズム�モデルだったが��に�

����モデルが�われ�そして���は�����モデルが��になろう

としてきている


パターリズム����������	
�とは�その��である �����から �の

������が!まれたことから"らかなように�#$�あるいは�%&'(�

)�*+,いを-.するなら�/$01をモデルとする����のタイプで

ある
そこでは�23�な45と67の8で239とクライエントが:;<

であることを=>にして�ほとんど?8�に239が@AをBい�クライエ

ントが239にCをゆだねてDEする
そのFGは�239がHらの@Aを

IくHJしていることだが�KLにMGは�クライエントはHNOPQをR

Sされず�いつまでもDE�なTUにVじることをWXなくされるというこ

とである


YZ��な����の[くは����モデルに\っている
そこでは�

239もクライエントもそれぞれの!]のUから^れ�ごく_られた`aと

baにおいてcdって0わりあっている
クライエントは�239にdうた

めに!]のUから^れ�239とのef01においてcdえ�0われるgh

のHi&をjしていることが=>になっている
しかし�このモデルは�2

39とクライエントklの�mに�nにそぐわないものになってきている


�����モデル�ここでoうp��qには�rs�コミュニティなども

tめられる�は�239が���uv�wx�y��zGなど�のスタッフ

として{われているか���へ ���
�������		�	������������\�

|}プロジェクト�d~や�������(��dのような��から��

されて��を�うU,のモデルで�����モデルとして�nに��になろ

うとしている
そこでは�239は�����モデルよりもHらの��でO

Pできる��が�なくなり�HらがG�しているか�efで@AをBってい
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る��の��を��して��することを	
されることがより�くなる�

�����の��にあるように����を��した�の�くは������

などといった��に��して� !"を#しており�このモデルに$する

 %とその&'が	
される�

��(#モデルで)*の+,となる-が./0に12う3は�456の

���789:や;-9:の3<のように�=>の3であるか���や2?

のように�=>の3の@Aともいうべきところである�

����モデルの��に�う�	


�BC モデルのDEにFって�GのHIがJこってきている�KLに�

クライエントはMかというHIである�NいOえれば�!"� PはMの�

�をQRSして#すべきかということである�'B#モデルでは�TU�

クライエントは)*+,の-であり�VWXわかりやすい�もっともその3

<でも�たとえば�Yどもを+,にプレーZセラピーをする3<などは�M

がクライエントかは�[\でわかりにくい�Yども]^が]_Xにセラピー

を`けにくることはまずありえず�aのニーズでaにbれられてくるからで

ある�

しかし�スクールカウンセラーやcBカウンセラーなどとして��で#

する3<�クライエントは�d*)*する+,efgZ=h�iBjなどk

だろうか�それとも�]lあるいは]lのmnする��のop+,としての

��e��あるいはqrsj2�2?などkだろうか�����クライエ

ントe�������������	
	����kというtuさえある�

Kvに�#でwられたデータやx�はMのものか�というHIがある�

それをyzしてくれた)*+,のものだろうか�それとも�)*+,がnし

ていて�!"� Pのop+,であるところの��のものだろうか�あるい

は�!"� Pのものだろうか�

K{に�Mが|}を~うのだろうか�./0�-だろうか�あるいは�.
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��が�している��だろうか�

これらの��に	して
��では��な��はまだ��されていないの

ではなかろうか�

��は����モデルの��に�う�����の��だが
� に	わる

��として!のことが"#されねばならない�$%や&$'で�えられてい

る()*�$の�+と,-および����は
おおむね.���モデルに/

づいており
��0��モデルには12していないのではないだろうか�と

ころが
3�4や564の7くは
8らかの��に9�して��しているわ

けである�だとしたら
$%や&$'での:�と3;の��の<でギャップ

が=>するということになるのではなかろうか�

��と�

ところで
��と-はどのように?うのだろうか�@AのBCでは
�D

のように1EできるようにFわれる�

� � �

����� �����

GH
HG Iまりごと
JKL

MN
�O�されていない �O�されている

PQ RS

*TにUえる �VにUえる

WXYなし WXYあり

4Zのより[い\]をカバーする 4Zの^_された\]をカバーする

4き`を�う 4き`を�わない

�abcのPdVに/づくPefX g%hYによるfX

�の1ijのkで����を�Cし
lえるうえでmにnoなのは
p;

q r�



の�である�すなわち�����が�	している�
��においては���

との��のされ�が�なる���は��たちのものとして��から�じら

れるのに�して�は��たちを�えるものとして��から��してくるよ

うに�じられるはずである�もっとも��き�めて�えば���� の!"

であるかぎり�は!�のためにあり�!�が#んだ$%&たちによって'

られるのだから�()ならば���と*+に��たちのものとして�じられ

るはずである�にもかかわらず�これを,-するのは%.とは/の01�す

なわち-2であるので�345には�!�はを6かしら��たちのものと

して�じにくくなる�

もっとも��
��にも789がある�:�では�;<"たちの=>をは

かり�$?する@Aであり�その34として���BCが�DEFGされ�

��H&.が@Aされるのである�しかし�I�で�@AがJKLすると�

そのMN�と:O.&がPQにRSし�:O.&はのTUと*+に�Vか

ら��たちをW�し�XYする01@Aのように�じられるようになるZ[

がある�その34���BCと\はそれほど]わず�どちらにしても�そ

の^_を`�に�aせずとも�それにbれないように-cしていればそれで

いいようにdわれてくる���の\Le�����������	�
�����fあるいは

��と\の*:gとhばれるijである�

それゆえ�:O.&に����を()のあり�において�すなわち��た

ちのものとして�aし���し�klしてもらうためには�@Amnにおけ

る��Lがopなqrになってくる�

��とをできるだけst�uさせる�[でvべてきたが�それぞれはI

�の8をもwんでいることがxyされねばならない�すなわち�\"の;

<"である?z{はそれ�|�$}5な;<�であり�それゆえ~���レ

ベルで��たちの����を�	している�また�Pにvべるように���

にもに�たところがある�
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�����の�つのレベルとしての����と	
��

����には��������������	�
���と	
��������������

	�
���の�つのレベルがある�この�つは�のように��される�

	
�� ����

��������の�� ��の��

����への ! "#の#$%&'

()%な*+ ',

�との-. �との/い

��/0の1234 56における789:

この�つの����のレベルは;アメリカ<�=�や>?では>?��@

AB�や>?CDEF@AB�の����のG&に0Hされている����

�は��IJ�	�
������������	�に;	
��は���K�	�
����

��������としてLMされているのである�そして;�Nの��/0の1

234となるのは���KのOであるが;56にあたっては����が78

9:となる�Pじ���Kにおいて/0をQしているとしても;����%

な��を*っているRSはそうでないRSよりは;その56はよりTUなも

のになるとVえられる�

これら�つの����のレベルはそれぞれWXのリスクをYんでいる�	


��のRSは;クライエントへのサービスよりもZ[\]^の_`a�や

E^をbcしがちとなる�そのことをdじeったクライエントはZ[\に�

してfgdをhらせ;ij%にklへのm`nけがoまるおそれがあろう�

pO;����は;Z[\が]らの]qrやstdにuづかないままに;�

�や�����をvwないしxwすることで;ij%にはクライエントをy

z%に{きずりまわしたりして;クライエントから��|N�や}~�*�

)や���に�えられて;Z[\としてのみずからの��や}~を�うおそ

� ��



れがあろう�

������においては�	
におけるこの��の��にするニーズに

バランスよく�することが��である�

������

������は��の��から��と�えられる���に�����が�

��としての���の�であるので�どうしても�� !で"なくともその

#$%&'は�えておかねばならないから��(に�����を)ぶことが�

��*としての+,とアイデンティティ-�へとつながるから��.に�/

012の34であることから�5うに�どの)6であれ�7�89の/9と

は���の:;<ではないだろうか��=に���>?の@Aになるため�

どのような��BCにDるE0�があるかをあらかじめ)んでおけば�それ

がFGにおけるチェックポイントとなろう�ただし�������がFHに

��>?の@AになっているかどうかについてのFI%JKが��となろう�

それは�����のLMと�9のNOへとPQしてゆくにちがいない��R

に�STにするUVWXをはたし�YZ[を\�することになろうから�

������の]^は���%センスと��%スキルそれぞれの_Pと1

2ということに`きよう���%センスということでabがcおうとしてい

るのは�+dなりefなりのあるgのchにiまれるBC�を[じjる0k

である�それはたいていlmは�ほとんどn0%なo[のようにpqされる�

なぜなら���はそのrsからcって�tu%なものだからである���は

vw�+h%にx0するものである�yzに{ちない|というcい}しは�

�の~;�さえ��している�そして��はこのo�の���をpq%に�っ

ているはずである�

しかし��で����に��*たるbは�このセンスの�きにしてe�

に��%に��するだけの7の��さと��も�ち�わせていなければなら

ない�なぜなら�このセンスは�どんなにn0の��のように5われても�

� ��



それに�づきながらではあるが���に��まれてから��に�るまでの�

	
の��での��な��とのやりとりの��を�じて��されてきたも

のでもあり�そこには���に�らかのバイアスが��に�り�まれている

からである�こうした��の� �センスに!するチェックを"めとして�

その� �センスから�らかの� �#$%
&�����������	�
�������'

へと�る(�また�そのプロセスを)*�に+,したり�-の��にわかり

やすい./で01する(などが�23のいうところの� �スキルの45で

ある�

センスもスキルも�それなりの��や67がなければ�なかなか�8しな

いものである�だからこそ�� 9:が�;となる�

<=� >?の@ABやワークショップのCDとしてEかれてFGするこ

とだが�<=� 9:に!するHI3たちのニーズはきわめてJい�しかし�

そのニーズをKたすうえでのLMNでのOPがQRつ���のSTでは��

はU
VWXで� のY=をZけなくとも�[\] ^の_`を�aできる�

そして�bしずつcえつつあるとはいえ�VWXで� とdのつくeQをf

けているところは�なおごくbgである�アメリカ] WBのU
するVW

Xでは����hij�� は�keQだが�lmはまだnのoである���の

pqのrsは�このニーズのJさとLMNでのOPのギャップをいかにtめ

るか�ということである�

] [\を<=�にuvしている�やそれをwxするX�たちはどのよう

なyBを�じて<=� をWんでいるのだろうか�Vきく�ければ�スーパー

ビジョンやz{B|と�Y=を�じてということになろう�}3は�z{に

~しているという�できわめて��である	�で�Wぶ� �z�が��う

z{や�スーパーバイザーあるいはz{B|の��3の#�に��され�そ

の���いくつかの�;な� �z�がカバーされないままになるおそれが

あろう�

-�で�� とdのついたY=で<=� を9えれば�ほぼ�;な� �

& '�



��はほぼカバーされることになろうが�どうしても��に�る��が	て

くる
��の�がどれぐらい��に�かされるのかは���のままになる


もっとも����でのように������の��では�����を�ってディ

スカッションをさせたりするなど���� を!"すれば�#$�%&のあ

る'(になろう


この)つの%*+,と-えられるのは�./0�ワークショップ�ピアラー

ニングということになろう
そこでは����1な�2の34と��.51

な34の6�が7り8まれている
しかし�9*1:;のために�<�=>

のごく?@しかAえない


��の���

BにCれたように�=>D������EのFGであるギリシャFの �������が�

HIは2JやJ2をKLすることからもヒントをMてのことだが�NOはP

Q�=>'(における0RのS3TをUVするようになってきている
とい

うのは�=>1WXはたしかにそれYZはきわめて[\な]みであるものの�

Hをただせば�^Yの_�`でのaかとの=>をめぐる0Rのbcとdef

にほかならないからである
そのKLでは�Y2には�gh�ijがあり�

それだけでは=>は&につかず�klにして��にとどまる
しかし�aか

と=>mnをめぐって0Rすれば�opにaかとqってきた0Rのbcが�

Tfされ�そのrs�Ytのuvとwxがrびつき�<�=>が^Yの_�

のyzに{|づけられたり�あらたなyzを+}することでYtの�_とい

う~Fが�たな��を�げることになる


その�から�って�0Rは<�=>'(の� であるだけでなく�その�

�1%�だとさえ�える
それゆえ����での���の��の��は�に

そうだが�'�と��_�および��_��の0Rは�'(h���の34

といえる


�じ>�から���なt�の�lと0Rすることは��にS3で��であ
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る��������とは	
�のように�える�の��との��はしばし

ば��と��に�む�あるいは����のさまざまな�の��はもちろん

のこと����の��とも��に��を�けることは����の !"#を

$%&し�'(な)*を+,し�ひいては���の-./との0123を4

ううえでも5かせない�この*で�67����89:;<=�が�>?の

@ABCとして�����84DのコースEFのGHの�Iを;めないとい

うJKL4をMげていることは�マルクスのNOをPりるなら�-.QR

S���������TをUVするものとして�WXにYZするとNえよう�

������の��

[\に�]���^_の`abなcdをeげることで�f<ghをiえた

い�j�は�klmnをoいてディスカッションをさせることである�ただ

し�oいるklmnは�pq�rがたくさんsてきたり�tのuvがwxす

ぎると�yz{はmnの|}をつかむことに'~のW�と�3を�やすこと

になる�むしろ���の��dの��のように�シンプルでz�しやすいも

ののcが�ましい�そうすることで��IHは��のふだんの�m��の�

�にアレンジしやすくなろう�そのようにして�さまざまなシナリオと��

をHみsせることで��や��のqがより�り�かなものとなろう�

j�に�ロール�プレーがeげられる���の�IHのそれぞれが�のま

えでセラピストとクライエントの�を�じるのが��のスタイルだろうが�

その�に�klmnに�まれているかもしれない��bリスクについての�

�との��という@<にしてもいいだろう�あるいは�その��EFに�セ

ラピストの� に�¡¢�と£¤�を¥らせて�それぞれがもっともらしい

ささやきをセラピストにするのも��IHの��b"¦§<のプロセスを¨

©&するうえでª«かもしれない�

j¬に���や"¦§<に
する�®b�¯が°められる�±にも²べ

たように�³�の��や"¦§<のスタイルは�H$´を�じてµDされ
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てきたことを�えれば�たとえば���の����がどのような	
を�し

�ってきたかや���と�そして�との�でどのような	
をしながら�

��なりに��の��の��を�につけてきたかを�り�り�それがどのよ

うに��の��のスタイルにつながっているかを�べることは�きわめて�

�であろう�

��に���が� ないし!"している#$%や�&'の()*�より+

,-な.を/いるなら�01234�������������	
�	����5を67して�

8することである�9	$:�;の<'からすれば�9	=や>?=は�モ

デリングを@じて$:されるとのことである�AB�0123にCDむこと

が�&EF�を$:するうえでもっとも�GとHえよう�しかし�そこで$

ばれるF�6やF�-IJKLのスタイルは�01によってMしNしである

ことをOれてはならない�だからこそ�0123をPQ-にRるSをTわね

ばならないのである�
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